
























まず取り上げるのは、I 巻 32，34，36，38，39 号の 5 号にわたって連載された長編記事「松
山」である。扱われている領域は、地理、歴史、動植物、日本人の国民性、宗教、産業、
教育など、非常に多岐にわたっている。書き手は、第二部の動植物などに関する部分のみ
クラウトケ(Paul Klautke 応召前は青島の食肉加工所検査官)で、それ以外の部分は第 3 海兵



























い先端はこの街の市域を抜きんでること 152 メートルである。 
捕虜が使用した松山城の絵葉書。（ケーバーライン資料。国立歴史民俗博物館所蔵） 
 
































































巻 1 号から 25 号までを含む一冊目と 26 号から 50 号までを含む二冊目、II 巻 1 号から 13 号までを含む三





















                                                   
























































(Carl Munzinger, 1864-1937)は、1889 年から 95 年まで日本に滞在し、1918 年に『日本人』を
著作した。シラー(Emil Schiller)は 1895 年から 1932 年まで在日し、第一次大戦当時はドイツ
兵捕虜のために全国の収容所をめぐって宗教儀式などをおこなった。ハウスホーファー
(1869-1946)は、1908 年から 10 年まで駐日ドイツ大使館付武官を務め、『大日本』など日本に
関する著作もいくつかある。「地政学」の理論を唱え、ヒトラーにも影響を与えたとされる














しての道後の近くにある石手寺などが取り扱われている。この部分について、I 巻 38 号よ
り引用する。 
 





































                                                   
7 空海が草書体をさらに崩してひらがなに近い書体も書いていることは事実だが、ひらがなの創始者とす
るのは行きすぎであろう。 






























 第 1 節で取り上げた連載記事の他にも、日本に関連する記事はあるが、この節ではその中







                                                   






















































るが、夕方になると 7 時から 11 時までの間、ここに客が押し寄せて来る。その釘は履き物を

































































































                                                   
10 この記事が掲載された号は 6 月 18 日に発行されているので、鯉のぼりが掲げられていたのはごく最近の
ことになる。 
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最強の鯉でさえその滝を昇ることができなかった。この竜門の滝を泳いで昇り切る魚がいれ
ば、川の神に格上げされることは明白だった。かつて、力の強いある鯉がこの不可能に思え
る行為を可能にしようと試みた。何年もの間、この鯉は滝の下で無駄な努力を重ねた。滝の
上に桃の木があり、その木から落ちた花びらが滝の下に流れ落ちた。その花で鯉は何年も栄
養を蓄えた。そしてついに目標を達成し、竜門の滝の上まで昇り、川の神となった。――こ
れが昔の物語の内容である。 
それゆえ今日、鯉は力のシンボル、粘り強い努力のシンボルと見なされている。それで、
手を抜くことなく絶えず努力する人間は、最後には必ず目標に到達するであろうという模範
を、この鯉が男の子に示すというわけである。（Ia, 436-438） 
 
 紙面の都合上、あまり多くの記事を挙げることはできなかった。しかし、松山のドイツ
兵捕虜の幾人かが、諸々の制約にもかかわらず日本や松山周辺のさまざまなことに関心を
持ち、文献まで調査して、その結果を仲間の捕虜たちにわかりやすく伝えようと努めてい
ることが窺われるであろう。このような仕事は、四国遍路に関する記事についてその一端
を示したように、後の板東収容所の『ディ・バラッケ』へと引き継がれる。そこでは、寛
容な松江所長の下で、徳島周辺の年中行事や地質学、産業（養蚕業など）などに関する調
査や、展覧会や遠足にともなう日本人との交流に関する報告が、いっそう活発におこなわ
れることになるのである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
